
様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業 要望書） 

 
令和 5年 6月 30日 

 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

 

（要望者） 

                  〒103-0023 

住所 東京都中央区日本橋本町1-6-5 

 

事業者名 株式会社ツカモトコーポレーション 

担当者所属 新規担当 ソリューションDIV 

担当者名 渡邉浩平 

電話番号 03-3279-6847 

電子メールアドレス ko-watanabe@tsukamoto.co.jp 

 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。 

 

 

記 

 

 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

２．会社概要（任意様式） 

 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

 

 

 

 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。 
従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。 
○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。 
○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。 
○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。 

企業等 



様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書） 

令和 5年 6月 30日 

 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 株式会社ツカモトコーポレーション 

担当者名 渡邉 浩平 

担当者連絡先 

住所 
〒103-0023 

東京都中央区日本橋本町1-6-5 

電話 03-3279-6847 

電子メールアドレス ko-watanabe@tsukamoto.co.jp 

主たる業種 卸売業 

主要な製品 アパレル・アメニティ製品、企業ユニホーム、美容・健康・生活家電 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービス

事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

☑ショートステイ 

□障害者福祉施設 

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望  

 

２．試用介護機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） 介護用みまもりセンサー AlgoSleep(アルゴスリープ) 

 

 

 

企業等 



 

 

 

想定する使用者使用場面 

【ご施設の要介護度の高い利用者】 

・生活リズムの把握を必要とする方 

・おむつ介助業務が夜間複数回必要な方 

・転倒リスクの高い方 

・徘徊対策が必要な方 

【介護者】 

・複数のご利用者様を同時に、訪室以外の方法で見守りしたい方 

・夜間介護業務の効率化により精神的、肉体的負担の軽減をしたい方 

・ご利用者様の睡眠データをご利用者様のケアへ活用したい方 

【使用場面】  

・主に夜勤帯など、人員が少ないとき  

・ご利用者様の状態を把握したいとき  

・ご利用者に対して睡眠データによるアプローチをしたいとき 

・夜間おむつ介助業務の軽減をしたいとき 

機能と使用方法、有用性 

リアルタイムモニタリング、アラート通知、レポート機能がご利用できます 

【リアルタイムモニタリング機能】 

 ご利用者様の心拍数、呼吸数や離床/座位/臥床/体動/睡眠の状態をリアルタイムに表示

します。 人員の少ない夜勤帯での業務サポートや常に気を張っていなくてはならない職員

様の精神的負担の軽減が可能になります 

 

 



【各種アラート通知機能】 

測定中のデータに基づき異変を感知し、WEBブラウザやスマートフォンアプリにお知らせを

する機能です。起き上がりや離床の際だけではなく、脈拍数や呼吸数の変化にも対応でき

るので、様々なシーンで活用できます 

 

 

【睡眠レポート機能】 

ご利用者様の睡眠データをレポートとして可視化することで、勘や経験だけに頼らない「根

拠のある介護」が可能になります。 職員様がご利用者様のデータを把握することで介護の

質を上げることに寄与できます。 

 

類似する機器との相違 

睡眠に関わる指標から、独自のアルゴリズムで得点化するだけではなく、ご利用者様の睡

眠の傾向や特徴などを自動的に解析することで、睡眠薬投薬後の効果測定や夜間の行動

把握などの様々な問題に取り組むことが可能になります。 

また非接触おむつセンサーアルゴディテクトと併用することで、ご利用者の睡眠リズム排泄・

排尿のタイミングをデータで把握することもできるようになります。データに基づいた、夜間

のおむつ介助時刻の見直しや業務軽減に有効です。 

当該機器と介護業務との関連性 

ご利用者様の状況を一覧で確認できるので、訪室回数を減らし、緊急時にはアラート発報

でご利用者様の変化に迅速に対応することで作業の効率化が図れます。 また、レポート結

果をカンファレンスで共有し、データを元にケア変更のPDCAサイクルを活性化することで、

職員様のスキルアップに期待ができ、より質の高い介護が実現できるようになります。ご利

用者が夜間の睡眠をしっかりとれる状態になることで、ご利用者のQOLの向上だけでなく、

スタッフ様の日中や夜間の業務の軽減につなげることができます。 

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。  

・アダプタ：◇ＰＳＥ認証品  

・認証機器のクラス分類：一般医療機器 医療機器届出番号：13BX10246000001 



社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。 

・R3.4年度介護モニター等モニター調査事業  

・R3年度福岡市介護ロボット・ICTトライアル導入支援事業 

 

開発に関する当面の課題 

導入がゴールではなく、レポートを用いた業務フローを確立させ、将来的には、データに基

づいたソリューション提案まではロボットができるようにするために、介護現場における業務

軽減や効率化の実証例を蓄積していくこと 

 

３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい ①介護施設において見守りセンサーを利用することで、どれだけ業務効率化が行われるか

を調査する。 

②蓄積された睡眠データ(レポート)を活用し、職員様のスキルアップや科学的介護の実践

に寄与できるかを調査する。 

③非接触おむつセンサーと睡眠傾向の相関をデータで確認することで、夜間のおむつ介助

業務軽減やご利用者の睡眠の質の向上に寄与できるかを調査する。 

２．調査概要 １）調査対象： 

【ご利用者】  

・生活リズムの把握を必要とする方 

・おむつ介助業務が夜間複数回必要な方 

・転倒リスクの高い方 

・徘徊対策が必要な方 

【介護者】  

・複数のご利用者様を同時かつ遠隔にて見守りしたい方 

・夜間見守り業務やおむつ交換業務の効率化して精神的、肉体的負担の軽減をしたい方 

・ご利用者様のデータをご利用者様のケアへ活用したい方 

 

２）調査したい場面、場所： 

ICT導入を前向きに検討中で、見守りセンサーを試してみたいご施設 

ステーションなどの遠隔から見守りたいご利用者様がいる施設様 

データに基づく介護を実践したい施設様 

 

３）調査期間（日数）： 

1か月前後を標準と考えるが、施設様の状況により延長等可能 

 

４）機器の台数： 

～20台程度 
施設等の状況と調査項目によりますが、ユニットやフロア単位での実証も対応させていただ

きます。 

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ９～１０を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 



１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

特になし 

 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

特になし 

 

３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【取得指標】 

ⅰ被介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

 □要介護度 □ＡＤＬ □ＩＡＤＬ □ＬＳＡ □日常生活時間 □ＱＯＬ 

 ☑その他（機器使用前後での転倒ヒヤリハット件数の比較や睡眠得点、睡眠得点を構

成する因子点数の比較などを想定） 

ⅱ介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

  □腰痛等の有無 □介護負担指標 □ストレス指標 □生体情報 

☑その他（機器使用前後での訪室回数やおむつ確認回数の比較や個人別の負担感

の度合いヒアリング、アンケートなど想定） 

ⅲ 介護サービス提供全体の流れ 

□プロセス全体の時間 □人員構成 □職務タイムスタディ法 

☑その他（機器使用前後での訪室回数やおむつ確認回数などケア内容の変更、 

改善に関してアンケートにより情報取得を想定） 

 

【想定する調査方法】 

・センサーより取得した睡眠データをケアカンファレンスに活用することにより、ケア品質の

向上やケアプランの改善、ご利用者様の睡眠の質をはじめとしたQOLの向上につながるか

を調査する。 

・センサーにより取得した睡眠データと非接触おむつセンサーの検知記録に基づいて、おむ

つ介助時刻の見直しやおむつ介助業務の軽減に効果があるのかを調査する。 

・転倒リスクのあるご利用者様、徘徊の傾向があるご利用者様、定期的にモニタリングが必

要なご利用者様等にご使用いただき、機器の有用性があるかを確認する。 

・転倒リスクのあるご利用者様に対し、起き上がりアラートを使用することで、ヒヤリハットを

含む転倒事故のリスクを軽減ができるかを調査する。 

・リアルタイムモニタリング機能を活用し、定期巡視の効率化(スピード化)や、複数人に対し

ての同時見守りに対する有効性を調査する。  

・医師にデータを共有し、睡眠時のデータを睡眠薬の投薬量の目安や投薬後の経過観察に

活用するetc. 

 



４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

・現場職員のオペレーションが対応できるかアンケート調査を行う。 

・全体的な使い勝手ついてアンケート調査を行う。 

 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

・業務の効率に繋がった(繋がらなかった)機能について意見を伺う。 

・なぜ業務の効率化に繋がった(繋がらなかった)のか、さらに業務効率化につなげるために

はどのような改良が必要かについて協議する。 

 

６．その他 メーカーとして実証したい内容を広く記載しておりますが、機器効果測定内容に関しては、

ご施設様の課題とマッチングする内容に絞った実証を行う方向で考えておりますので、事前

協議や施設様とのすり合わせを行い、双方のメリットになるように進行させていただきます。 

開始後も弊社スタッフが熱意をもってご対応させていただきますので、ご協力いただける施

設様にご応募いただければ幸いです。 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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R5年度

介護ロボット等モニター調査事業



2

1812年 江戸時代より繊維事業を中心に展開。創

業210年の時代の変遷の中、ホームファニシング

事業や健康・ライフスタイル事業へ展開をしてお

ります。近江商人の「三方良し」の精神を継承し

つつ、 2020年10月より新規事業を立ち上げるた

めの組織再編に伴い、『ソリューションDIV』と

して新たなサービスをスタートいたしました。

健康と生活を彩るサービス提供という企業理念

のもと、介護業界従事者様や、介護サービスを受
けられる方々の応援となるべく、介護用見守りセ
ンサーAlgoSleep(アルゴスリープ）をはじめ、200
年の歴史の中で培った商社機能を活かした介護業
界様へのサービス提案を行っております。

会社概要

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

機器概要 調査内容
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800m

800mm

ベッドフレームに幅約80㎝のシート型のセンサーを取り付け、ご利用者の呼吸、心
拍のバイタルと体動データを収集致します。クラウドサーバー内で収集したデータを分
析し、ご利用者のベッド上での状態や、バイタルデータを、専用のスマートフォン
アプリ画面やパソコンのブラウザ画面を通して確認できる、ベッドセンサー型の
ダッシュボードです。

AlgoSleepのシステム

最大30㎝厚のマットレスに対応

マットレスの下に、敷くだけ
(肩甲骨の下あたりが最適な位置です)

機器概要

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

調査内容会社概要



基本機能

4

アラート通知機能モニタリング機能

機器概要

①起き上がり
②離床
③長期離床
④バイタル閾値

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

調査内容会社概要



類似品との相違機能

5

自動睡眠レポート出力機能

機器概要

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

調査内容会社概要



類似品との相違機能

6

非接触おむつセンサーとデータ連携

機器概要

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

調査内容会社概要
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実施したいモニター調査の内容及び抽出したい結果

案）睡眠レポートと排尿通知データを活用し、ご利用者の睡眠と排尿タイミングの相関

から訪室回数や時刻を検討し、ケアプランを実施

⇒ケアプラン変更前後の睡眠得点の比較、ご利用者の様子の変化の記録の比較、スタッ

フの業務軽減に対するアンケートを取得し調査する

その他

・モニタリング機能を利用することで訪室回数の軽減ができるか調査

・アラート通知機能を利用することで、転倒事故やヒヤリハット発生件数が減少するのか調査

・おむつセンサーによる、おむつ確認回数や、おむつ使用量の変化などを測定調査

・眠剤の効果や日中のケアプランと睡眠データの相関から、ご利用者がよく眠れるようになることで業務生産性が向

上するのかを調査

介護ロボットの導入の具体的な活用実例を元に他施設へ機器導入提案を進めていくこと
を目的として当社機器を活用することで、特に夜間の施設業務の効率化・生産性向上を
実証したい。

具体的な内容はご施設の希望される業務効率化の課題とすり合わせを行った上で決定。

調査内容

©2023 TSUKAMOTO CORPORATION CO.,LTD

機器概要会社概要
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